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 将来人口推計（つくば市未来構想準拠）の結果 

 総人口 

上位推計のピーク：2038年（261,865人）  中位推計のピーク：2035年（251,313人）  

下位推計のピーク：2030年（237,373人）  
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 将来人口推計（つくば市未来構想準拠）の結果 

 地区別人口 

 TX沿線地区、研究学園地区は上・中・下位で開発人口の定着率を変えて推計 

 上記以外の地区は趨勢での推移 3 



 シミュレーション結果 

 つくば市未来構想の算出方法に準拠 

 TX沿線地区は、計画人口に達した後は微減になるよう補正 

 TX沿線地区以外は、国の長期ビジョンにあわせて合計特殊
出生率を設定 

‒ 2030年までに 1.8（＝国民の希望出生率）を達成 

‒ 2040年までに 2.1（＝人口置換水準）を達成 

‒ 未来構想時点で国の長期ビジョンより高い場合は、そのまま推移す
るものとし、長期ビジョンの値の方が高くなった時点で長期ビジョン
の出生率を採用 
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 シミュレーションの結果 

 総人口 

中位推計のピーク：2034年（264,847人）  

下位推計のピーク：2031年（250,555人）  
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上位推計のピーク：2036年（274,204人）  



 シミュレーションの結果 

 地区別人口 
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 他都市との比較 

 社会保障人口問題研究所の推計をもとに，茨城県内の同規模
市・周辺市と比較 

 

図 茨城県内市町村の比較（社人研推計） 7 
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 他都市との比較 

 シミュレーション１として，合計特殊出生率が2030年までに2.1に
向上した場合を比較 

 

図 茨城県内市町村の比較（出生率向上） 8 
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